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（１） 設立の意義 

核実験を全面的に禁止し、核兵器を廃絶して、戦争のない平和な世界を創造することは、人類

史上初めての原爆被災体験に基づく広島市民の切実な願望である。 

しかしながら、依然として継続的に実施される大量殺りくのための核兵器の開発と核保有を志

向する今日の国際情勢をみるとき、ヒロシマの悲劇をふたたび全人類のうえに繰り返さんばかり

の憂慮すべき事 態に直面している。 

加えて、地球的規模でひろがる自然環境の汚染やエネルギー資源の分配をめぐる現実の問題は、

人類の生存にとって深刻な課題となりつつあり、ひいては、それらの問題が平和を阻害する要因

ともなりかねない状況に至っている。 

こうした時代に、世界各国において平和研究がさかんに行われ、急速に高まってきたことは必

然の勢いといわなければならない。 

われわれは、このときにあたり、ヒロシマの立場において世界平和を実現する道を探求するため

に、全市民的な平和推進組織として財団法人広島平和文化センターを設立し、広島大学平和科学研究

センターをはじめ国の内外の平和研究機関と緊密に連携しながら平和文化の推進を計ろうとするも

のである。 

いうまでもなく、この財団は、ヒロシマの体験を根底にすえて、全人類的な視野に立ち、政党、

政派を超越するものであって、偏った思想や主張を目的とするものではない。ひとえにヒロシマの使

命に奉仕することによって、世界の平和と人類の福祉に寄与しようとする平和文化推進機関である。 
 
 

（２） 設立の理由 

広島市は、人類史上初の原爆被災都市の使命にかんがみ、昭和４２年１０月に、平和を推進す

る機構として、広島平和文化センターを発足させ、今日まで市民の被爆体験にもとづく強烈な平

和への希求を受けとめ、被爆体験を継承するための諸施策の実施をはじめ、平和意識を高揚する各

種の事業を進めてきた。 

しかしながら、核兵器の増大と核拡散は一行に止まらず、しかも年を経るにつれて被爆者の老

齢化は進み、同時に戦争体験を持たない世代は広島においても市民の半数を超えるに至り、被爆

体験の風化の傾向は年々強まっている。 

このような時点において、ヒロシマを再認識させ、平和意識を高めることはきわめて重要であ

る。あたかもこのときに発足した広島大学平和科学研究センターと相互に提携して、その平和理

論を実践の上に生かし、国際世論を積極的に喚起するとともに、平和の創造に貢献しうる新しい

人間性を育成する広範な教育活動が要請される。その実現のためには、広島平和文化センターを

従来の市の特殊な行政機構としての段階から、自由にして、かつ、機動性に富む全市民的な財団組

織に進展させることが望ましい。 

更にまた、財政的にも広島市からの助成を基に、ひろく一般から独自財源を求め蓄積しながら、

安定した基盤によって永続できる平和の推進体制を確立することが 望ましい。 

このような理由から、財団法人広島平和文化センターを設立しようとするものである。 


